
いよく活躍するという思いを込めて～ 

 

Espressivo ～響かせろ 私たちの想い～ 

副校長 金 誠一郎 

 

９月27日（土）は鷹南学園の学園公開日でした。本校

にも多数の保護者・地域の方々にご来校いただき、生徒

たちの学校生活の一端に触れていただけたことと思い

ます。多くの目で見守られる中での授業は、生徒にとっ

ても、教員にとっても緊張感と心地よい刺激を感じられ

る時間となりました。そこでは、様々なご感想をもたれ

たことでしょう。五中で生活する全ての生徒・教職員が

安心し、充実した日々が送れるよう、いただいたご意見

などをこれからも大切にしてまいります。 

 

 生徒が登校する前、校舎内を巡回することが日課とな

っています。日中の活気あふれる賑やかさとは正反対

の静寂に包まれた中での時間は、不思議な感覚になり

ます。電気を点け、窓を開け… 眠っている教室を目覚

めさせる… そんなささやかな時間ですが、私自身にと

ってはとても大切な時間となっています。 

 そんな教室を見回すと、そこは様々な掲示物で彩られ

ています。掲示内容や方法は教室によって様々で、それ

もクラスの個性の一つだと私は思っています。その中に

あって、どのクラスにも「必ずあるもの」…。それは、「ク

ラス目標」です。教室内の一等地（五中では後方の壁で

しょうか）に誇らしげに掲げられています。４月のクラス

結成当初に、「我がクラスの理想の姿」を皆で考えます。

一人一人の思いを仲間に伝え、それらを確認し、自分た

ちにとって１年間の「心の支え」ともなる言葉を紡ぎだし

ていくのです。「それぞれの思いを上手につなぎ、まと

めたもの」「覚えやすく、印象的な言葉」「担任の名前を

引用したもの」… どれもが、クラスの思いを表す素敵

なフレーズになっています。生徒の柔軟で的確な表現力

にいつも驚くばかりです。そして、生徒たちは「自分たち

で決めた」この目標を本当に大切にするのです。１年を

通して、その目標を支えにすることで、少しずつ、しかし

着実に成長の階段を仲間とともに上っていくのです。 

 

 私も、初任時以降は、毎年担任をしてきました。どの目

標も素敵で、そのときのクラスの個性を輝かせてくれる

ものでした。例えば、３年Ｄ組を担任した時の目標です。

その決定までには、時間をかけ、皆で一生懸命に考えま

した。そして、最後に到達したものが… 「３Ｄ」。表面上

は、拍子抜けするようなシンプルなものでしたが、彼ら

は、その「Ｄ」に深い意味を込めていたのです。 

 

 

…「だから、できる、だいじょうぶ！」 

シンプルだけど、語感がよく、前向きで、そして優しい

…。このフレーズを皆大好きになり、ことあるごとに一

人一人が、ときにはクラス全員で言葉にしました。体育

大会や音楽会などの行事の際はもちろん、日々の生活

の中で、進路決定に向かうときも… 様々な場面で勇気

をもらい、ポジティブな気持ちになることができました。

この「魔法の言葉」は、卒業式当日まで、クラスを温かく

支え続けてくれました。その後１０年以上経っています

が、このフレーズが頭の中に浮かび、今でも自分自身が

支えられていると感じることがあります。（成人式で再

会した際に、生徒たちも同じことを言っていました） 

 

 合唱コンクールが近づいてきました。特別時間割が組

まれ、練習時間が増えています。教室から、音楽室から、

体育館から… 心地よい歌声が流れてきます。廊下を歩

いていて、はっと気付くと自然と歌が口からこぼれてい

ることも…。繰り返し歌っていく中で、自分のクラスの

「歌」が大好きになり、その歌の「思い」を「誰かに」伝え

たいと思っています。 

２つの曲を紡いでいく過程では、きっと、どのクラスも

劇的な場面に遭遇することでしょう。上手くいったり、そ

うでないときもあったり…。様々な感情が交錯し、不安

になることもあるでしょう。クラス全員の思いを重ねる

ことは簡単なことではありません。そんなときにこそ、

皆で決めた「目標」が大きな支えになるはずです。自分

たちの目指す方向を明確に示し、笑顔になったり、勇気

をもらったり… 「そうだ、また頑張ろう！」という新た

なエネルギーを吹き込んでくれるはずです。 

 

 

「Espressivo ～響かせろ 私たちの想い～」 

先日の生徒朝礼の際に、実行委員長・副委員長から今年

度のスローガンが発表され、美術部が作成したスローガ

ンポスターが披露されました。生徒たちが自らの決意を

表した五中としての「目標」です。この言葉を一人一人が

胸に刻み、自分自身ができる精一杯の努力をすること

で、自然と気持ちが重なり、聞き手の気持ちを揺さぶる

素敵なハーモニーが生まれてくることでしょう。 

 合唱コンクール当日に思いを巡らせてみます。ステー

ジに立つ生徒たちは、緊張と期待を胸に、思いを込めて

全力で歌っていることでしょう。そして時間とともに、光

のホールいっぱいに、クラスの、学年の、そして五中生

全員の「思い」が重なっていき、温かく、素敵な「五中の

いろ」に染まっていくことでしょう。 

 そんな素敵な一日となることを願ってやみません。 

 
◇学校教育目標◇ 

・進んで考える人 

・情操豊かな人 

・心身ともに健康な人 
あげしお

令和 7年 10月３日 

鷹南学園三鷹市立第五中学校 

校長 櫻井 勉 

第６号 

「あげしお」～物事の勢いが盛んになることを意味し、生徒が勢いよく活躍するという思いを込めて～ 

 



 

 

 

 

 
   

生徒会役員選挙（9/2） 

 今年度は定員６名に対して、８名の
立候補者が「五中のために」起ちあが

ってくれました。登校時や昼食時の遊

説活動を経て、体育館で「立ち合い演

説会」がおこなわれました。立候補者

はもちろん、応援演説者からも堂々

とした思いのこもったスピーチが続

き、会場内はきりっとした緊張感と生

徒自身が作っている…という高揚感

で溢れていました。放課後には選挙

管理委員会によって厳正な開票作業

が行われ、新役員が決定しました。専

門委員会も後期第一回が行われ、２

年生が中心となった生徒会活動がい

よいよ本格的に始まります。 

９月の五中生～ 厳しい残暑が続く中にあっても… 元気いっぱいの毎日でした！ 

 

   

秋季考査（9/11・１２） 

 夏休み明けでまだまだ暑さが残る

日々の中、定期（秋季）考査が行われ

ました。２学期が始まってすぐの実施

でしたが、夏休みモードからしっかり

と気持ちを切り替え、丁寧に学習に

打ち込む生徒の様子が見られまし

た。日々の授業を大切にすることは

もちろん、計画表を上手に活用して

自分なりの計画を立て、それに基づ

いて学習を進めたり、補習教室など

に積極的に参加して着実に力をつけ

たりする生徒が増えてきています。

戻って来た結果は、現状を表す一つ

の指標です。振り返りをしっかりと行

い、飛躍への糧にしてください。 

 

   

修学旅行（9/23～25） 

「旅を経て、最京都なる我々奈良

ば」というスローガンを掲げ、入念に

準備を重ねて当日を迎えた３年生。

古都の街並みを仲間と巡る中では、

現地の人たちとの素敵な出会いがあ

り、たくさんの笑顔が生まれました。

見学地では「本物の」美しさを目の当

たりにし、純粋に感動することもでき

ました。暑さが収まった爽やかな古

都の空気の中で様々な充実した体験

をすることができました。この３日間

で仲間と過ごした時間は、かけがえ

のないものとなったこ 

とでしょう。「最高の思 

い出」をお土産にして、 

三鷹に帰ってくることが 

できました。 

 

１０月の主な予定 

１（水） ⑤カット 鷹教研（部活動再登校） 

２（木）  ⑥カット 後期第１回一斉委員会 

       学園挨拶運動 

３（金）  合唱コンクール実行委員会 学園挨拶運動 

６（月）  後期時間割始 生徒会朝礼（認証式） 

７（火） 安全指導 合唱リハーサル 特別時間割 

８（水） 職員会議 

９（木）  合唱コンクール実行委員会 

１４（火） 第２回進路説明会 

１６（木）  合唱コン前日準備 合唱コン実行委員会 

1７（金）  第３１回合唱コンクール 

（於：三鷹市公会堂 光のホール）  

２０（月）  避難訓練  

２１（火） 合唱コンクール実行委員会 

２２（水） ⑤カット（３年） 

２３（木） ⑤⑥カット（３年） 防災授業（２年） 

２４（金）  ⑤⑥カット 進路面談始（３年）～３１（金） 

       漢字検定（16時～） 

※２４（金）～３１（金）は全学年午後カット（給食あり） 

２７（月） ①②カット 

２８（火） ⑤⑥カット 

笑顔と学びの体験活動プロジェクト 

和泉流宗家「狂言教室」（１年・E組） 

２９（水） ⑤カット 冬季考査１週間前 

 保護者と教員の懇談会（15時～） 

３０（木） ②⑥カット 

３１（金） ③④カット 

３年進路面談終 全学年午後カット終了 

 

【敬老のつどい/ボランティア】 9/1３ 

三鷹市公会堂で開催された「敬老のつどい」に１４名

の生徒がボランティアとして参加しました。会場へ案

内する「誘導係」と抹茶と和菓子を運ぶ「湯茶接待係」

の２つに別れて活動しました。「笑顔」で接する五中生

と、「笑顔」で言葉を返してくださる参加者の皆さんと

の温かな交流の場となりました。 

【PTA主催/家庭教育学級】 9/６ 
「子どものために大人も学ぼう～思春期の性、大人の

心の持ち方～」をテーマに「あゆみ YELL」代表の大

庭美代子先生を講師に招いてお話をいただきまし

た。学校教育における性教育の現状と課題、親だから

こそ伝えられることなど、思春期の子どもをもつ保護

者にとっての様々なヒントをいただく素敵な時間と

なりました。「心も身体も大切にして成長していって

ほしい…」 温かな思いを共有することができました。 

五中生の活躍 （表彰者） ※敬称略 

◇バドミントン部  

三鷹市種目別ジュニアスポーツ大会 

・男子ダブルス 優勝   

永坂 陽樹・林 映斗ペア 

・女子ダブルス Aブロック 優勝 

     田辺 彩椛・星野 璃子ペア 

・新人女子シングルスAブロック 準優勝 栗須 優衣 

・新人女子シングルス Bブロック 準優勝 宇田川 結羽 

・新人女子シングルス Dブロック 優勝 窪田 十和子 

・新人男子シングルス Cブロック ３位 豊田 和海 

 

◇バレーボール部 

 第７５回三鷹市民スポーツ大会 準優勝 

◇テニス 

 第９ブロック新人テニス選手権大会  

女子シングルス第３位 古島 咲 

 東京都中学校テニス選手権大会 

地区代表認定 

    古島 咲  納野 佳奈子 

◇空手  岡田 める 

第７５回世田谷区民スポーツ大会 

形 中学生 有段の部（女子） 第３位 

組手 中学生の部（女子） 準優勝  

 

 


